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頁 款

予算説明書

7

商工費

1 概要

平成30年は「明治150年」にあたることから、幕末明治維新にかけて大きな役割を担った長

崎のまちやひとの魅力を発信し、「ながさき幕末維新祭」というテーマのもとに平成30年9月

から12月までの期間に集中的に実施し、県外からの観光客を呼び込むとともに、訪れた観光客

に明治150年関連事業・施設への回遊性を高める取組を仕掛けることで、滞在日数の増加と観

光消贊の拡大を図るもの。

項

商工費

目

2 事業内容

(1)情報発信

アながさき幕末維新祭オープニングセレモニー

内容:長崎市内で開催される明治150年関連事業を「ながさき幕末維新祭」として情報

発信するためのオープニングセレモニーを開催する。

会場:グラバー園(三浦環像前広場)

日時:平成30年9月1日(土)

経費:344千円

(内訳)運営委託・会場設営費324千円、ロマン長崎謝礼20千円

4

観光費

番号

事

ながさき幕末維新祭

推進費

業 名 予算額

イ明治150年PRパンフレット製作

内容:スタンプラリーの応募用紙を兼ねたパンフレット

数量:5万部A3サイズ2つ折りミシン加工

配布:旅行会社、旅行代理店、市内ホテル、観光案内所ほかスタンプラリー設置施設

経費:756干円

(内訳)製作委託費 756 千円(@14円 X50,000 部XI.08)

3,

千円

73 1

②体験

ながさき幕末維新祭スタンプラリー

内客:長崎市内を訪れた観光客の回遊性を高めるため、幕末維新ゆかりのスボットを巡

るスタンプラリーを実施する。

対象施設:市内関係施設8ケ所(長崎歴史文化博物館、シーボルト記念館、亀山社中記

念館、崇福寺、出島、東山手十二番館、大浦天主堂、グラバー園)

期間:平成30年9月~12月

経費:2,63 1 千円

(内訳)スタンプ作成費釘干円、案内誘導看板(30力所) 4訟千円、ブース等設置

432 千円、景品費 1,242 千円、その他432 千円

訟
1
部



3 財源内訳

事業費

3,

千円

7 3 1

4 事業実施の必要性とその効果

a}必要性

平成30年は明治元年から 150年の節目に当たり、全国的に明治150年の関連施策や

事業が開催される年である。長崎市が幕末明治維新に果たした役割の大きさを踏まえ、

この機を捉えて、市内で実施する関連事業を広く情報発信し、長崎の歴史やまちの魅力

を広く知らしめ、観光客の回遊性を高めて、交流人口の拡大に繋げる必要がある。

②効果

世界遺産等の観光資源を目当てに観光客の増加が予想される夏場以降に向けて、幕末

維新ゆかりの長崎のまちやひとの魅力、観光資源の魅力や楽しみ方を発信し、りピータ

ーとなる観光客や滞在日数の増に繋げることで、観光消費額の増加に寄与することがで

きる。

国庫支出金

千円

県支出金

財

千円

源

地方債

内

千円

、尺

その他

千円

一般財源

3,

千円

7 3 1

2



.

參考:長崎市円月j台150年」関連事業

ぬ 事業名(仮称含む)

亀山牡中能念館明治柘0
年記念企画展(仮称〕

2
明治維新150周年記念

企画展「出島と長崎の
近代化展」(仮称)

3 歴史民俗資料館企画展
(名称未定)

所管課

4

観光政築課

野口彌太郎記念美術館
企画展(名称未定)

出島復元整備
室

5

H30年9月1日
^

H30年11月30日

シーボルト記念誼特別
「秋帆がゆく一高島秋

帆とその時代一」

実施期間

文化財課

6

H30年10月~12月

長崎の幕末雑新150周年
記念シンボジウム

文化財課

H30年10月~12月予
定

7

実施場所

長崎学ネットワーク会
議公開学習会(「明治
150年」閏連施策通年企
画)

亀山社中記念館

文化財課
(シーポルト

記念館)

H30年10月~H31年4
月迄実施予定

出島

8

長崎学研究所

明治維新150年記念
「世界遺産」旧グラバ

ーイ主宅X 「光の王国」
3Dプロジェウション
マッピング上映

H30年9月フヨ~
"月Ⅱ日

歴史民俗資料館

坂本龍馬やその仲間たちが愛用した
品々なだを展示する(展示品は複製)

野口彌太郎記念美術館

長崎学研突所

平成30年10月を1日
13:00~18:00

幕末から明治にかけて出島が果たした
日本の近代化への役割と国際交流を紹
介する

実施内容

9
ながさき歴史の学校
「文化財めぐり」の実

シ【ボルト記念館

平成30年5月11日、フ
月26日、 9月5日、 10
月21日

明治期に関連する企画展を開催する

グラバー園

10

明治期に建てられた洋館等が描かれて
いる作品を展示する

長崎歴史文化博物館1
階ホール

長崎居留地まうり

夏畢.フ/20~伯ノ9
冬季:1ν22~12/31
※上記以外は毎週
金・土・祝日前日開
催

事業費(干円)

11

明治150年にあわせ、幕末の長崎人・
高島秋帆の生涯を、町年寄・砲術家・
開国論者の三つの視点からたどる。

長崎歴史文化博物館1
階ホール

予算

ながさき幕末雑新
ウオークラリー

文化財課

柁

?,463千円

長崎の幕末維新史を研究する全国的な
研究者を招鵬L、記念シンボジウムを
実施

第10回野口彌太郎賞子
ども絵画コンクールの
実施

長崎居習地ま
つり実行委員
会

①H30年7~11月予定
②H30年10月予定

2,384午円

13

グラバー園内旧グラ
バー住宅エリア

平成30年の「明治150年」を記念し
た、長靖学ネットワーク会護公開学習
会での通年企画として、関連する分野
の講座を実施

観光丸世界遣産へリ
テージクルーズ

ウーマンズ
ウオークラ
リー実行磐員

220千円

14

長崎さるく長崎居留
地プレミアムさるく、
龍罵が見上げた長崎の
空など

H30年9月

ハウステンボス r光の王国」と「世界
遺産旧グラパー住宅」のコラポイベ
ントとして、「光の王国inグラバー
園」と題し、幕末から明治にかけての
長崎をイメージした3Dプロジェク
ションマッピングを旧グラバー住宅に
投影

①旧長崎英国領事館
②本河内高部ダム
本河内低部ダム等

220千円

15

文化財課

H30年Ⅱ月

「明治150年」関連行事
のHP掲載

長崎国際観光
コンヘンシヨ

ン協会

320千円

周知開始 6月~
募集期間 9月末迄
表彰式 12月
展示期間1月中旬迄

南山手・黨山手・大浦
界隈

16

①国指定重要文化財旧長崎英国領事館
で行われている保存修理工事の様子を
見学する
②明治期の土木技術をよく示Lている
として平成即年に霊要文化財に指定さ
れた本河内水源地水道施設の見学会を
実施する.

長崎国際観光
コンヘンシヨ

ン協会

明治150周年記念ポス
ター、テラシ等の掲示

H30年10月~
H30年12月

700千円

長崎市内

観光推進課

H30年10月~
H30年13月

グラバー園をはじめ、旧外国人居貿地
に残る歴史的文化遺産を活かした地域
住民手作りの祭。 J

野口弾太郎記念美術館

60千円

文化財課

指定管理者事案

随時

幕末明治雑新に活躍した女性をテーマ
に取り上げ、市内所緑のポイントを巡
るウオークラリー

長崎市内

長崎市内

テーマを明治期の文化財とし、作品を
募集・表彰する。

通年

「あっ!とながさき」
ホームページ

明治日本の産業革命遺産関連の周遊ウ
ルーズ

20干円

高嘉石炭責料館
南山手地区・東山乎地
区町並み保存センター
南山手レストハウス、
璽山手甲十三番館

幕来の坂本龍馬ゆかりの地を巡るさる
<

民間事秦

長崎市観光の公式HP「あっ!とながさ
き」での各種関連行享の情報発信

民間事業
(〒定)

明治期に関連ずる展示を常時行ってお
り、明治150周年記念ポスター、チラ
シ等の掲示

460千円

地会事業

地会事案

3
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画
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予算説明書

款

7

商工費

1 概要

一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業の一環として行うコミュニテ

イ助成事業を活用し、長崎の伝統行事であるぺーロンの保存、振興を図る団体に対して、ペ

ーロン船等の整備に要する贊用を助成するもの。

2 事業内容

(1)事業実施主体 茂木ペーロン保存会

茂木ペーロン大会等で使用するぺーロン船の新造及ぴ櫂や太鼓等の購入(2)事業内容

(3)総事業費 2,190 千円

(4)補助金額 2,100 千円

3 財源内訳

項

商工費

目

4

観光費

番 号

1 -2

事

4

事業実施主体

業

伝統行事推進費補助金

名

茂木ペーロン

保存会

総事業費

①

補正額

4

千円

2,190

予算

計上額

②

事業実施の必要性とその効果

(1)必要性

長崎の伝統行事であるぺーロンの保存、振興を図るため、活動に必要な備品等の購入や

製作を行う必要がある。

(2)効果

長崎の伝統行事であるぺーロンの保存・継承が促進されるとともに、地域の連帯感に基

づくコミュニティ活動の意識の高揚が図られる。

2,

千円

1 00

千円

2,100

国庫

千円

財源内訳

地方債

千円

その他※

千円

2,100

一般財源

※コミュニティ助成事業助成金

事業主体

負担額

①一②

千円 千円

90

.
一

器
1
 
飴



5 活動状況

6 参考

(1)平成30年度コミュニティ助成事業の流れ

茂木ヘーロン大会

1 募集

(H29.8.21 付通知)

〆

⑥申請

副申

提出

提出

⑦助成決定通知

小学生によるぺーロン体験

②募集

(H29.8.29~10.26)

提出(終締切)

(H31.4.10)

②平成30年度助成予定一覧

実施団体

樺島町自治会

茂木ペーロン保存会

西町北部自治会

⑬助成額交付

(通知)

⑤申請提出

(優先順位を付

して提出)

8助成決定通知

(H30.3.26 付通知)

3周知・募集

H29.9.1 ~10.6)

⑪実績報告提出

(完了後2月以内)

⑭助成額交付

通知)

4申請提出

9助成決定通知

太鼓山の整備

ヘーロン船等の整備

アルミステージの整備

⑩実績報告提出

(完了後速やかに)

⑮助成額交付

(通知)

実施内容 助成予定金額

2,500 千円

2,100 千円

2,500 千円

.
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頁

予算説明書

7

商工費

1 概要

長崎市総合観光案内所(以下「観光案内所」という。)において、手ぶらで長崎観光サ

ポート事業実施委員会が実施していた「手ぶらで長崎観光」については、民間事業者のヤ

マト運輸(株)長崎法人営業支店(以下「ヤマト運輸」という。)が平成30年4月1日

から、同様の「手ぶらで長崎観光サービス便」事業を開始したことから、長崎市において

は、行政による「手ぷらで長崎観光」については廃止することとしたため、予算の減額を

イテうもの。

2 事業概要

(1)事業名:手ぷらで長崎観光(平成16年4月~)

(2)事業主体:手ぷらで長崎観光サボート事業実施委員会(以下「実施委員会」という。)

※構成団体((一社)長崎国際観光コンベンション協会(以下「コンベンシヨン協会」

という。)(事務局)・長崎市・長崎商工会議所・九州旅客鉄道(株)長崎

支社(以下「d R九州長崎支社」という。)・長崎市宿泊施設協議会)

③事業内容(平成29年度)

ア:内容:観光客等の手荷物を゛R長崎駅から対象の宿泊施設まで配送する事業

イ:受付場所:観光案内所

ウ:受付時間:8時~ 1 4時

エ:配達時間:18時まで

オ.利用料金.500円(手荷物1個)

カ.参画宿泊施設:28施設(参画料11,000円/年)

キ:長崎市負担額:2,000千円

3 廃止理由

観光案内所への来所者の増加に伴う観光案内業務への影響や、外国人等の荷物の大型化

による観光案内所における保管場所の不足等の理由により、実施委員会において、「手ぶ

らで長崎観光」の今後の事業継続については困難との見解が出されたことを受け、長崎市

としては、新たな方法での事業継続の検討及び民間事業者への事業実施の可能性につい

て打診を行っていた。

そのような中、ヤマト運輸(株)より、平成30年3月26日付で、自社による「手ぶ

らで長崎観光サービス便」事業を開始する旨の申し入れがあり、その内容を精査したとこ

ろ、既存事業とほぽ同様のサービス内容であることや、宅配便の民間事業者であるため、

事務の効率化や今後幅広いサービスの展開等により、更なる観光客の利便性の向上が図ら

れるとの観点から事業を廃止することとした。

項

商工費

目

4

観光費

番号

1,-3

事

手ぶらで観光

サボート事業

共催費負担金

業 名 補正額

、

▲ 2,

千円

000

6

.
,

欠

訟
1
鈴



4 経緯

平成29年5月29日

平成29年7月26日

実施委員会の事務局である観光コンベンション協会より、

手荷物取扱い数の増加に伴い、現在のスペースでは事業の

継続が困難であること等の理由により、長崎市における事

業の見直しについての申し入れがある。

平成29年8月28日

新たな実施場所の検討のため、゛R九州長崎支社に対し、繁

忙期に特設ブースを開設していた案内所前のJR長崎駅の

場所について通年での使用の協力依頼を行う。

平成29年1 0月

「手ぷらで長崎観光」の以前の宅配受託事業者で、JR長崎

駅に隣接したアミュプラザ長崎内に自社の受付カウンター

を要しているヤマ、ト運輸に対し、民間として、「手ぶらで長

崎観光」の実施の可能性について協議を行い、検討する旨の

回答を得る。

平成29年1 2月

平成29年1 2月

同業他社より、自社においても「手ぶらで長崎観光」の実施

を検討したい旨の連絡がある。

平成29年12月25日

dR九州長崎支社より、長崎市が事業主体で、「手ぶらで長

崎観光」を実施する場合においては、案内所前のUR長崎駅

の場所について通年での使用についての了承の回答を得る。

平成29年12月25日

ヤマト運輸及び同業他社に対し、「手ぷらで長崎観光」の実

施の検討状況を確認したところ、実施場所の確保が難しい

ことから、現段階では難しいとの回答を得る。

平成30年2月

実施委員会役員会において、「手ぶらで長崎観光」 について

は、現状のままでの継続は困難との判断がされる。

平成30年3月1 5日

実施委員会役員会での判断を受け、長崎市としては、「手ぶ

らで長崎観光」について継続する必要があるとの判断から、

dR九州長崎支社からの回答等を踏まえ、新たな体制や運営

方法において実施することを検討する。

平成30年3月26日

民間事業者による事業実施が未定であった二とから、事務

局を長崎市として、新たな体制において「手ぶらで長崎観光」

を継続して実施するための予算を計上する。

平成30年3月30日

市議会で「手ぷらで長崎観光」の予算が議決される。

ヤマト運輸より4月1日から「手ぶらで長崎観光」と同様の

事業を実施することについて、文書により報告がある。

ヤマト運輸による事業の実施を受け、長崎市としては、費用

負担や事務の軽減、民間事業者による更なるサ」ビスの向上

等の観点から「手ぶらで長崎観光」の廃止を決定する。

7



5 新事業内容

①事業名.手ぶらで長崎観光サービス便(平成30年4月1日~開始)

②事業主体:ヤマト運輸(株)長崎法人営業支店

③内容

ア:受付場所:アミュプラザ崎1

イ:受付時間:8時30分~14時

ウ:配達時間:18時まで

ヱ.利用料金:1 000円(手荷物 1 個)

オ.配送宿泊施設:28施設(既存対象施設と同じ。)

※太字の下線部が従来事業との変更点

財源内訳6

事業費

ヤマト運禹付カウンター

▲ 2,

千円

000

国庫支出金

千円

県支出金

,

財 源

千円

地方債

内

千円

その他

千円

一般財源

▲ 2,

千円

000

8

訳



予算

款

7

商工費

説明

項

商工費

概要

交流人口の拡大による地域経済の活性化を図るため、新長崎駅西側の用地において、国内

外から多くの来訪者を呼ぴ込むとともに市民交流を促進するMICE施設と、都市ブランド

の向上を図るホテル、地域の賑わいと活力を生み出す民間収益施設からなる複合施設「(仮称)

長崎市交流拠点施設」を整備するもの

事業内容

)先行取得用地の買戻し 6,881,491 千円

(仮称)長崎市交流拠点施設の整備に向け、土地取得特別会計において先行取得した事業用

地を買い戻すもの。

1 事業用地の所在地及び面

書

目

4

観光費

番号
事業名

【補助】交流拠点施設整備事業費

交流拠点施設
2-1

補正額

新鮮

千円

フ,124,200

長崎市尾上町 24,160 nt(下図

.

.

JR長岫本織
連繍立休交魅事集

゛駆
'舟゛
^

②買戻し用地

15街区 1 画地及び4街区 2 画地合計 20,781

↑長崎駅側

郷、ノ"郷典雫
辱毒

4街区2画地

(119 m)

新しい長嶋駅舎

部分)

県庁・県警
本部庁

交淳拠点

浦上川

訣ミ、

市(下図

設用地

15街区1画地

促0,662 m)
、、＼＼ゞ＼＼、、＼、、

浦上川

部分)

9

^交流拠点施設用地(24,160r6)

頁
 
N
1
鮖



3 買戻しに要する費用及び経費内訳

金額区分

ア用地取得費分

イ 地方債利子分

ウ事務費分

6,837,544 千円

2) (仮称)長崎市交流拠点施設整備費

事業期間:平咸30年度~平成33年度(平成33年11月開業予定)

事業費.14700ρ00千円(うち平成30分236000千円)

(年度別事業費)

事業費年度

236,000 千円平成30年度

備考

・15 街区1画地:6,797.798 千円

(平成27年3月、 J R貨物から取得)

・ 4街区2画地:39,746 千円

(平成28年8月、個人から取得)

・先行取得時に借り入れた地方債の還利子42,784 千円

合計

1,163 千円

6,881,491 千円

・登記測量、土地鑑定手数料等の事務費

平成31年度

平成32年度

平成33年度

10

駐車場
300台
6,625 rTI

2,263ρ00 千円

8,010ρ00 千円

4,191ρ00 千円

14,700ρ00 千円

③事業範囲:下図の緑色部分の施設

交流拠点用地面積:24,1印市

19,429 nl;MICE機能関連用地面積

4,731 ボ:民問収益施設用地面積

主な業務内容

施設設計(基本・実施)相当、開業準備業務相当

施設設計(実施)相当、施設建設相当、開業準備

業務相当

施設建設相当、開業準備業務相当

施設建設相当、開業準備業務相当

イベント・展示
ホル

3,840 rrl

↓長崎側

※青色の民間収益施設(ホテル・その他民問収益施設)は、民間事業者が建設・運営する

合計

コンベンションホール

2,720 rrl

会議室 25室 2260 d

ホテ」し

20,270 rrt

その他
民間収益施設

528φ市

①
②



)法務支援業務委託 1,000 千円

(仮称)長崎市交流拠点施設の整備にあたり、事業契約締結後から施設の引渡しまで

の間、事業者との間で契約内容について疑義が生じた事項や条項の解釈に相違が生じた事項

について、本市の契約内容等を熟知し、 PF1事業や法務に関する専門知識を有するアドバ

イザーから助言・相談支援を受けるもの

1 事業期間:平成30年10月~平成33年10月末まで3フケ月

②事業費.6.300千円(うち平成30 声分1000千円)

(年度別事業費)

平成30年度

(4)事務費 5,709 千円

千円

1,000

平成31年度

(仮称)長崎市交流拠点施設の整備に向け、優先交渉権者との事業契約に向けた不動産鑑

定評価に要する経費、市民説明会など広報活動に要する経費などを計上するもの

千円

2,000

1不動産鑑定評価の実施 3ρ97 千円

交流拠点施設の整備,運営にあたっては、事業用地の一部(下図「:ニコ)において、
民間事業者と定期借地権設定契約を締結したうぇで、事業者は借地面に応じた借地料

を市に支払い、収益事業を実施する。

借地料の単価は不動産鑑定評価額に基づき算出するため、契約締結にあたって直近

の評価額を用いる必要があることから、交流拠点施設用地(下図^)の不動産

鑑定評価を行う

平成32年度

千円

2,000

平成33年度

千円

1,300

計

交流拠点施設用地(24,160 市)

うち民間収益施設用地(4,731市)

千円

6,300

,,,,＼、＼,,,,＼、＼ル'゛、ゞ＼>
§瓢瓢
1゛320 rrl

長崎駅側

3'411 M

浦川

合

一
■
1



②広報活動の実施 2,612 千円

ア市民フォーラムの開催 221 千円

⑦概要

(仮称)長崎市交流拠点施設の施設完成後の活用や効果等について、市民
、

の理解を深め、事業内容を示しながらパネリストによる意見交換等を行う。

12

(イ)主な経費

・報償費

・旅費

・使用賃借料など

イパンフレット、広報ながさき折り込み作成 2,391 千円

⑦パンフレット作成委託(5,000 部) 656 千円

御広報ながさき折り込み印刷(160β00 部) 1,735 千円

財源内訳3

事業費

千円

フ,124,200

国庫支出金

※1

※1 国庫支出金

社会資本整備総合交付金(暮らし・にぎわい再生事業)補助率 40%

社会資本整備総合交付金(都市再生整備計画事業)補助率45%

地方創生推進交付金補助率 50%

※2 地方債

公共事業等債:充当率 90%

一般単独事業債(中心市街地再活性化等特別対策事業):充当率 75%

千円

25,640

^

県支出金

財 源

千円

地方債

※2

内

千円

4,410,300

訳

その他

千円

一般財源

千円

2,688,260



予算説明書
ページ

債務負担行為補正

1 概要

(仮称)長崎市交流拠点施設の整備にあたり、平成31年度から平成33年度までの事業費

について債務負担行為を設定するもの。

2 債務負担行為限度額の内訳

①限度額の年度内訳

事

交流拠点施設整備事業

項

平成31年度

期

平成31年度

平成33年度

千円

2,263,000

間

②限度額の積算内訳

①設計費相当

平成32年度

②工事監理費相当

区分

限度額

(設定額)

③建設費相当

千円

1 4,464,000

千円

8,010,000

④開業準備費相当

平成30年度

3

平成33年度

財源内訳

179,820

千円

4,191,000

平成31年度

騎,180

事業費

2砧,739

236,000

82,361

1,8幻,497

平成32年度

合計

干円

14,464,000

H 31

千円

14,464,000

27,4船

H32

123,541

国庫支出金

※1

フ,835,750

※1

2,263,000

H33

平成鈴年度

"11 亘116tQI.即d,

8,010,000

社会資本整備総合交付金:暮らし・1こぎわい再生事業補助率40%

社会資本整備総合交付金:都市再生整備計画事業:補助率45%

公共事業等債:充当率90%

一般単独事業債(中心市街地再活性化等特別対策事業):充当率75%

50,709

千円

1,790,0刀

※2

4,191,000

47,158

(単位:千円)

財

41,180

3,527,274

県支出金

295,817

"1イ'1;辻す恢お6逮.靈,・,、.1 、'!●..."ι゛:゛.M、、.1 '轟

1,056,296

575,388

・十

源

492,717

千円

437,964

247,082

地方債

※2

13,250,521

内

千円

9.375,800

709,680

14,700,000

訳

1,519,400

その他

5.387,500

2,4飴,900

千円

一般財源

千円

3,298,123

13

4

447,783

1,騎6,204

1,284,136

詑
1
認

争

、
,
.

兆
・

、
'
"

-
2

゛
γ

リ
Y
、
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【参考】事業スケジュールと債務負担行為に係る業務内容について

(1)事業スケジュール(M I C E事業)

時期

平成30年6月

平成30年7月~

平成30年9月

平成30年9月

~平成31年7月

平成3 1年8月
工事監理、建設

~平成33年7月

竣工引渡平成33年8月

開業平成33年11月

内容

6月議会において施設整備等の事業費の予算議案を提案

基本協定及び事業仮契約の締結

9月議会において事業者との契約議案を提案、契約締結

基本・実施設計、建築確認

②債務負担行為に係る業務内容

駐車場を含むM ICE施設の設計、建設(工事監理含む)、開業準備が対魚。

運 ・ MIC

平成30年度

9月

本契約

平成31年度

8月

工

基本・実施設計 1

平成3ユ年度

工事監理

平成33年度

8月 11月

竣工開

設

開業準

平成34年度~平成53年度

10月末

事終了

のとおり)

ー
ー●

」



予算説明喜
ページ

債務負担行為補正

概要

(仮称)長崎市交流拠点施設の整備・運営において、事業契約締結後から施設のぢ1渡し

までの間、事業者との間で契約内容について疑義が生じた事項や条項の解釈に相違が生じた

事項について、本市の契約内容等を熟知し、 PF1事業や法務に関する専門知識を有するア

ドバイザーから助言・相談支援を受けるにあたり、支援業務に係る平成31年度から平成

33年度までの事業費について債務負担行為を設定するもの。

債務負担行為限度額の内訳

限度額の年度内訳

交流拠点施設整備法務支援委託

事 項

2

期

平成31年度

平成33年度

間

平成30年度

限度額

(設定額)

千円

1,000

3

平成31年度

財源内訳

千円

5,300

千円

2,000

事業費

平成32年度

千円

2,000

H 31

平成33年度

千円

5,300

H訟

国庫支出金

H33

2,000

千円

1,300

2,000

設定期間合計

(平成31~33年度)

千円

財

県支出金

1,300

源

千円

地方債

内

干円

5,300

千円

訳

その他

千円

一般財源

千円

5,300

2,000

15

2,000

1,300

訟
1
諦

、
ノ

年
度
別
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資料1 交流拠点施設整備の検討経過

H17

年度

》長崎商工会所から県、市へ「5000 人規模のコンベンション施設設」」を求める提案
が提出(3月)

》長サミットでMICE施設の整備が重要課題であると位づけ、長崎市が中心となり
施設の必要性、機能、立地場所等を検討

H23年度:官民からなる「コンベンション施設設置アクションチーム」による検討を実施

H24年度:市によるr(仮称)長崎MICEセンター整備可能性調査」を実施

H25年度:環境経済委員会において、MICE施設の見直し案などを含めた長 MIOEセン

ター(仮称)整備・運営事業(案)を説明(11月)

全員協議会において、市長がMICE施設整備を推進することを表明(3月)

H26年度:5月に市、コンベンション協会、経済4団体の主催で「ながさきMICEフォーラ
ム」、7月に市による市内5か所での説明会を開催

環境経済委員会の「自主的調査」において、MIOE施設の見直し案及ぴ施設の
規模・仕様などを示す要求水準書(案)等について説明(9月)

H23

~26

年度

》「MICEを念頭においた」交流拠点施設用地の取得予案(68億円)の否決(9月)
《理由》

・現時点ではMICE事業による経済波及効果がはっきり見えない
・市民が納褐するような十分な説明がなされていない

ナ・産学官の一体感が見られない

》市、コンベンション協会、長 MICE誘致推進協議会の主催で、「第2回ながさきMICE
フォーラム」、また、市による市内35か所での市民説明会を開催(11月)

H26

年

》交流拠点施設用地の取得予算案の可決(11月)
※附 化や人口ののためにどのような活の 子

の」,について十のか、MICE にら

》土地取得議案の可決、交流拠点施設用地を取得(3月)

新

がである

する二と

JR異帥本鳳
達欄立体交蓑事傘

゛゛〆ψ゛ー

.

..ー

16

'''ー'

H27

年

噺M、
員燭伺嘱署

》

県庁春・胤讐
本翻庁舎

議会の附帯決議に基づき、交流人口の拡大及ぴ経済活性化を図るための最善の活
用策について、MICEに関わらず広く検討を行った結果、rMICE機能を中核とした複
合施設」を市の活用方針(案)として、平成28年2月議会総務委員会で説明(3月)

交流拠点施設用地周辺図(イメージ図)

嬬と川

交工提点諾詮用地

・敷地面積 24,160 rrl
長崎駅西側:20,6能市、隣接保留地:3,498市

用途地域商業地域

容積率 400%

建蔽率 80%

M
1
C
E
施
設
の
検
討

交
点
用
地
の
活
用
方
針
(
案
)
の
検



平成28~29年度

ICE機能を中核

とした複合施設

"1 舌

》複合施設の検討のため、市の本的な考えを示し、市場性の確認、事手法、施設機能のあり
方、建設費や運営収支、コスト縮減策などについて、民間事業者と直接対話し、意見聴取する対
話型市場調査(サウンディング調査)を実施。(企業、グループ合わせ17者参加)

》MICE 事業の事業手法、規模・機能や想定される民間収益施設の概要など、事業化の可能性も
含めて、民間事業者の考え方等を聴取。

》9月議会境経済委員会において、対話型市場調査の結果とMICE機能の諸室成の見直し案
の活用イメージなどを説明。

事業者公募に係る関係予算議案の可決(平成28年11 会、29年2月議会)

》今後検討を進めるうぇで、複合施設の詳細な内容について事業者公募により提案を受けること
が必要なことから、関係予議案(事業者公募選定等支援業務委託に係る費用、受注者選定
審査会など)を11月議会、29年2月議会に提案し、可決。

交流拠点施設

実施方針等の公表(平成29年2月)

》 2月3日1こ(仮称)長崎市交流拠点施設整備・運営事業の実施方針、要求水準(案)を公表。

》 2月10日に開催した実施方針等に関する説明会及ぴ現地見学会を開催し、説明会には42
社、66名が参加。

募集要項等の公表(平成29年3月)

》 3月31日1こ(仮称)長崎市交流拠点施設整備・運営事募要項等を公表。

》 4月13日に募集要項等に関する説明会を開催し、33社、57名が参加。

収益施設""、
゛子

》本事業に対する認識共有や思疎通を図るため、6月6日に参加予定の事業者(グループ単
位)とで「第1回官民対話」を実施。

》 6月16日を期限として、参加表明婁等が1グループから提出され、加資格を確認。

応募グループとの対話、事 月~8月)

》提案害提出前に、本事業に対する考え方などの認識共有や意思疎通を図るため、7月13日に
応グループと「第2回官民対話」を実施。

》 8月18日を提出期限としていた事業提案書が応募グループ1者から提出され、受付。

提案内容の審査、優先交渉権者の決定(平成29年9月~1

市により本事業の本的条件、要求水準等を満たしていることを確認する礎審査を実施。

審会により、提案内容について、評価項目別の個別評価、応グループによるプレゼンテー
ション・ヒアリングの実施により、総合評価点を決定し、優先交渉権者の候補者を選定。

審会の選定結果を受け、市が九電エグループを優先交渉権者に決定(平成29年11月議
会で説明)。
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構成員の指名停止(平成30年2月

鹿建設(株)らが受注した独立行政法人鉄道・運輸機発注の「九州新幹線(西九州)、新
長崎(西)トンネル他工事」における死亡事故により、2月6日付で鉄道・運輸機構より指名停
止措置を受けたことが、「長市競争入札参加資格者指名停止措置要領」に肢当することか
ら、長崎市においても2月9日付で指名停止となっナこ。

◆本事業の募集要項による規定◆

優先交渉権者決定から事業契約締結時までに、企以の、力及ぴ
その他企業が要件や資格要件を欠いた場合1,、直ちに失格とはせず、市の協議の上、
当該構成員及ぴ力会社の変更を認めることとする。

鹿島建設株)九州支店は代表企業ではなく、この規定に該当することから、構成員の変更に
る協羅を実施。

変更申請書受領~受注者選定審査会による審査(、

4月25日に、代替企業が決定したとして、優先交渉権者が構成員の変更申。書を市に提出。

4月26日に、市において資格査を実施。募集要項に定める参加・資格要件を満たしているこ
とを確認し、優先交渉権者へ資格審杏桶渦を通知。

4月27日に、優先交渉権者から成員変更に伴う事業提案書が提出され、市において審
査を実施。要求水準を満たす内容であることを確認し、5月1日に優先交渉権者へ基礎審査通
過を通知。

5月7日に査会を開催。成員の変更に伴う提案内容について、事業者選定基準に基づき
審査を実施。

◆審査会における審査結果◆

構成員変更後の優先交渉者は、本事樂で求める要求水準を満たし、務遂行能力を有す
るのであり、構の戸更は認めることができる。

による構成員の変更承認(平成30年5月8 助

審査会からの報告を踏まえ、構成員変更後の優先交渉権者は、本事で求める要求水準を満
たし、業務遂行能力を有するものであり、交流人口の拡大による地域経済の活性化など、本事
業の目的を達成できるものと判断し、鹿島建設(株)九州支店から戸田建設(株)九州支店への構
成員の変更を認めることを決定。

》

'

算、条例等の議案の提案(平成30年6月以降)

6月議会において、交流拠点施設の整備等に係る予算議案を提案。

9月議会において、契約議案を提案予定。

公の施設の設置条例議案及ぴ指定管理者の指定議案についても、9月以降の議会において
提案予定。

構
成
員
の
変
更

》
》
》



(仮称)長崎市交流拠点施設整備・運営事業

審査講評

資料②

平成30年5月30日

(仮称)長崎市交流拠点施設整備・運営事業

受注者選定審査会
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第1 審査会の設置及び開催経過

長崎市(以下「市」という。)は、優先交渉権者の構成員の変更に関し、適切かつ客観的な評価
を行うため、学識経験者等で構成する(仮称)長崎市交流拠点施設整備・運営事業受注者選定審査
会(以下「審査会」という)を設置した。市が設置した審査会の委員は次のとおりである。

【委員の構成】

会長

委員

委員

谷口博文

委員

氏瑠

江口直明

委員

小川悠貴

委員

加藤邦彦

委員

里隆光

委員

下地芳郎

委員

国立大学法人九州大学学術研究・産学官連携本部教授

徳江順一郎

(備考:敬称略、会長以外は玉十音順)

ベーカー&マッケンジー法律事務所パートナー弁護士

原田哲夫

株式会社日本政策投資銀行九州支店企画調査課長

構成員の変更に関し、審査会を開催した。審査会の経過は、以下のとおりである。

安武敦子

長崎市副市長

長崎商工会議所相談役

平成30年5月7日

国立大学法人琉球大学国際地域創造学部国際地域創造学科教授

学校法人東洋大学国際観光学部国際観光学科准教授

開催日

国立大学法人長崎大学大学院工学研究科システム科学部門教授

所属・役職

国立大学法人長崎大学大学院工学研究科システム科学部門教授

第2 審査の経緯

1 構成員の変更に至った経緯

平成29年Ⅱ月21日開催の第5回審査会での優先交渉権者の候補者の選定を受け、市は九電
エグループを優先交渉権者に決定した。

その後、鹿島建設(株)らによる 3者JVで受注した「九州新幹線(西九州)、新長崎トン
ネル(西)他工事」において死亡事故が発生したため、平成30年2月9日に市において鹿島建
設(株)の指名停止を行った。

(仮称)長崎市交流拠点施設整備・運営事業の募集要項では、優先交渉権者決定時から事業
契約締結時までに、代表企業以外の構成員、協力会社及びその他企業が参加要件や資格要件を
欠いた場合は、直ちに失格とはせず、市と協議の上、当該構成員及び協力会社の変更を認める
規定があるため、構成員である鹿島建設(株)九州支店の変更に係る協議を実施した。

・会長の選出及び会長職務代理者の指名について

審査会の議事等の取扱いについて

審査・評価に関する実務要領について
・優先交渉権者の説明、質疑応答
・個別評価

総合評価

審査講評について

主な議題

2 参加要件の確認(資格審査)の経緯

優先交渉権者から平成30年4月25日に企業の変更申請書兼誓約書及び資格審査に係る書類
が提出され、市において募集要項等に定める資格審査の要件を満たしていることが確認されて、
平成30年4月26日付で資格審査の結果の通知がなされた。
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3 事業提案書の審査(基礎審査・総合評価)の経緯
(D 基礎審査

平成30年4月27日に優先交渉権者より、構成員の変更に伴う事業提案書の提出があり、市
に羚いて変更後の提案内容を確認し、必要な書類がすべて提出されていること、提案内容が要

求水準を満たしていることが確認された。

②総合評価

各委員は、優先交渉権者から変更内容の説明を受け、質疑応答の後、事業者選定基準に基づ
き、構成員の変更に伴う変更後の提案内容に対し、評価項目毎に個別評価を行った。
その後、審査会全体での総合評価を行った結果、構成員の変更について、認めることができ

ると判断した。

第3 評価項目に基づく評価の方法

審査会は、代替企業の名を伏せて、以下のとおり提案内容に係る評価を行った。

評価項目及び評価方法

審査会は、構成員の変更に伴う変更後の提案内容について、事業者選定基準等における評価
項目.や審査のポイント等に基づき、評価した。

【評価項田

評価分類

配点XO

提案評価

事業区分

MICE

事業

弐F価

民間収益

事業

A

事業実施に係る項目

当該評価項目に船いて具体性のある特に秀でて優れた提案が
なされている

設計・建設に係る項目

B
当該評価項目において具体性のある秀でて優れた提案がなさ
れている

事業全体計画に係る項目

C
当該評価項目に謁いて具体性のある優れた提案がなされてい
る

D
当該評価項目において優れた提案がなされているが、具体性
や実効性に欠けている

大分類

E

評価の内容

当該評価項目において評価に値する優れた提案がなされてい
ない
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第4 審査結果

1 評価

審査会は、構成員の変更に伴う変更後の提案内容について、評価項目毎に下表のとおり評価を
行った。

【変更提案内容に対する評価】

事業区分

MICE

事業

民間収益

事業

事業実施に係る項目

2 構成員の変更の適否

構成員変更に伴う提案内容について、事業者選定基準に基づき審査を行った結果、構成員変更
後の優先交渉権者については、本事業で求める要求水準を満たし、業務遂行能力を有するもので
あることから、審査会として構成員の変更を認めるこ占ができるど決定した。

設計・建設に係る項目

項目

事業全体計画に係る項目

第5 審査講評

構成員の変更に伴う事業提案書に対する審査会の講評は次のとおりである。

I MICE事業提案に対する項目
①事業実施に係る項目

事業の安定性・確実性の確保

項目番号

実施体制の妥当性

評価項目

事業の安定性・確実性の確保

2

評価項目

事業の安定性・
確実性の確保

(2)設計・建設に係る項目

項目番号

評価

B

・代替企業の実績を踏まえ、事業の安定性・確実性は確保され
ると評価された。

・設計のスケジュールが当初よりも短縮されるため、りスクマ
ネジメントが重要であるとの意見があった。

・変更前の構成員から代替企業への引継を十分に行い、事業実
施に支障がないよう調整するよう求める意見があった。

B

4

評価項目

2 民間収益事業提案に対する項目
①事業全体計画に係る項目

C

実施体制の妥当

性

項目番号

審査講評

・建築JVは代替企業が新たに入っても他の構成員に変わりが
なく、地元の優良建設企業が引き続き建設業務を請負うこと
が評価された。

・現場代理人の実績については、今後具体的な実施体制が示さ

れる中で、詳細な確認等が必要であるとの意見があった。

2

評価項目

事業の安定牲

確実性の確保

審査講評

事業開始が若干遅れる見込みであるが、事業の安定性・確実
性は硫保されると評価された。
事業開始が遅れるため、 MICE事業とのスケジューノレの調

整等を綿密に行うよう求める意見があった。

審査講評
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第6 総評

審査会において、構成員の変更に伴う提案内容を事業者選定基準に基づき、厳正な審査を行った

結果、構成員変更後の優先交渉権者は、本事業で求める要求水準を満たし、業務遂行能力を有する

ものであり、構成員の変更は認めることができると評価した。今後の事業実施にあたっては、長崎

市と引き続き綿密な協議や調整を行い、官と民が連携・協力し、より一体となって本事業を円滑に

実施されることを期待したい。

最後に、優先交渉権者を決定した後の構成員の変更に係る検討や準備においては、多数の関係者

の協力等があったものと'思われるが、その方々の熱意や努力に敬意を表し、今後、本事業が順調に

実施され、長崎市の更なる発展に寄与することを願う。

(仮称)長崎市交流拠点施設整備

平成30年5月30日

運営事業受注者選定審査会

会長谷口博文
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貪料③(1肝尓)長崎市父流拠点施設整備・運営事業優先交渉権者事業提案書概要版

~世界とつなぐ'しい EJIMAの創1.~交流を生み、交流を育むまち長崎のあたらしい交流拠点
世界に向けて情報発信を続けてきた長崎の歴史を活かし、「明治の出島」と呼ぱれたこの由緒ある地に世界とつなかる新たなDEJIMAを創出

1 施設イメージ

■国際的な交流拠点として、国内外からの集客を見'る脚CE
■日常的な市民の交拠点として 、な利用

剛JR ・長崎や長港とーなる、畏崎の未来に向けた

とホテル中心とした民収
に対可な設

こ開された「畏
たな DEJIMA にふさわしい

施

国際産観光覧会」の第1会場であった由緒ある
的で合理的な施設を計回

備 冨JR新・長崎駅に面して、稲佐山や上川 に低層でのびやかな顔づくりを行い徴的なを
■1、2階メインホワイエはアプローチに面して広く人々迎え入れるえ

■正面ファサードはガラスを中心に成し、人々のアクティピティがあふれ出るようなわい施を創出

長崎港を望む鳥瞰図

この事業提案婁の内容は優先交渉権者を選定するためのものであり、この内容で事業内容が
確定されるわけではありません。

今後、広く意見等をいただきながら、長崎市と優先交渉権者で事業内容を確定していきます。
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駐車
3卯台会室 25室 2,260 市
6625 rrl

長崎駅側
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資料③ q磨尓)長崎市交流拠点施設整備・運営事業優先交渉権者事業提案書概要版

コンベンシヨン施設運営やPN事業実績の豊富な企業と、地元企業をバランスよく組成し、円滑かつ確実な事業運営を推進

1 実施体制」・事業スケジュール

実施体伽1・役割分担の考え方

■設計から'営までーして実施:設計段階から維持管理及ぴ運営MIOE誘致企業が参画し、施設計画に向を反映

■長期に渡る継続的事業:事業終了後も見据えた事業計画、従事者の長期雇用による地域に根ざした運営.維持

臣地域献:地元企業中心のSP0運営、地元企の事参画促進、長崎市内外の観光への出発拠点としての賑わい創出
■長崎の魅力向上:交流を産業として成立させる施設づくり、長ならではのイベント・MICEの開催およぴ誘致2
ι'鬢""""""""""""""':定期借地権、.................
.エコングレ.心設定契約:.
^首.■
戸田建設 業契約冒

市外

、■■■●■■■尋■■"■■■■■■■■■■■■■■■■"■●■冒

:設1;'・監垣輩封"':

日本財

ブリック

エムエスケイ

◎

ト'、 携."MICE

4^号ミ',●1 貴市内にSPC.

支杜等をく企業
゛.昂■■■■■■■■■■■■■抽■'

業務委託負委託
.

邑■■■■■■■■■■■鳳■■■■■■●■■■■■■■■■■■■■

1"越設誠務'"ーーーー叩"'"'叩""ー":1〔:::::^ f"^^Eチ^'1!
:建築JV 設備:: C^:
..■曇■■■■■■註■■盾■盾卿冨尋●■,■■■■■■●■■■■■■■^

1上滝森美工務店:::::
.....................".".*..............""....".......:.プリツウ.

■■■

甲■■■■■首■■個■■■■■■■●、■■■●申■■き■■■■■■■゛

C1壷評一1

E亙三^

C三亟立}

.

.

.

.

盾 ■

,■■曇■■■■●■■■酉■,■■■,

MICE SPCの構成員及び出額

市内企業を中心としたSPCを設立し、地域に根幾した活動で地域
へ献

.

冒

市内

市内

^
●●弔^

,ー

^
,^

◎

0

出資額出資比率

1.750万円

◎

25嘗,・・、_

.. 1

^
^
^^

ク6

な実に基づくスケジュールにょる確実な

出資企案

◎

組成企業一覧

数多くの PF1事業や類似施設の設計、建設、維持理及び'営・MICE誘致の実績を有する企業と地元企業
をバランスよく組成

代:応グループの代表企業◎:構成員(SPCに出資し、務を受注) 0:協力会社(SPCに出資せずに業務を受注)

企業名 維持
営

管理

出資

1.400万円

1,260万円

140万円

700万円

MICE 業の収支画

20年問の期間を通じ、独立採での営が可能
開 6年目以降、毎年100万円の固定納付金を市に納付

皿運営収支ゼロだが独立採開集6年目以の事案収支(損益計耳客より)
施可算で

■固定納付金は、 6年 295'300
目以降、年間 100万円 84,000
(計 1,500万円)を納付 6,800二

■褒動納付金は、実際に

MICE事案者の年間の純 373,217.

利益が出た場合、その 11,8胎の

50%を市に納付(現計回 1,000
では、壷動納付金ゼロ) 386.100

出貴比牢

20弧

帽郭

解

10菟

貴市内に

本社を置く企業

運営・MICE誘致

この事菜提案轡の内容は優先交渉権者を選定するためのものであり、'の内容で事業内害が
確定されるわけではありません。

今後、広く意見等をいただきながら、長崎市と優先交渉権者で事業内容を硴定していきます。

0

9月

契約締結

遂行に努め、円;に

戸田設鵬九州支店

主な実績

33件のPF1事業実績(pn,PPP,DB0含
む)"
代表企業13件のPF1 業実綾

業実(PFI,P叩,DBO21 件のPFI
む、)

市外
練(大型ホ代企 6件のPFI

ール4件の施工績)

図 PF1実績(構成員)関係地区小
市内中一貫教校等

市発注工の実綾多數

中学校内運動 改築等、市発注
工事の実多数

商館跡第Ⅱ期等、 市発注工の
績多数

会施 3件運営、指定理会
議施設10件運、会議施 17
件、その他文化観光集客等
多

鵠上滝

'鯲谷川設

を推進

◎

森工務店

業務相当額)案額

14,699,556,000円(税込)(予定価格 147 億円)

騰森美工務店

0

閥コングレ崎

11月
供用開始

J

工確認

市内

日本管財鵬九州本部

市内

所

鵬日設九州オフィス

開業準

準市内

運営・MICE誘致集務

9

平成詔年
10月末

事終了

◎

鵬松林建築設

◎

市外

修繕計面の実施

◎

26件のPH事実韻Φ即含)、うち交

璽認塞復,件令靜語器穫姦纂持姦蛋

鵬九工長支店市内

鵬゛TBコミュニケーション

デザイン

◎

託 1件

PFI 14 件(2000年以降)、1,000
人以上のホールフ件(2007年以降)
市内29件、内 38件(市内分除)

◎

市外

務所

閥ブリック

鵬エムエスケイ

市内

◎

市が支払うサービス入料(施設整備業務相当額゛開

PF1事業1件(市内)市内4件、県内7
件(市内分除X直近2ケ年)

PF1 による交流文化施設受 4
件
国内拠点8ケ所、海外6ケ所

市内べイサイドエリアの総合管理等、
業務実韻多数

市内フルサーピスホテルの理を実
施

◎

M
1
C
E
事
業

■
」

上
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この亊業提室響の内客は優先交渉権者を選定するためのものであり、この内容で事菜内容が

資料③(1麻尓)長崎市交流拠点施設整備・運営事業優先交渉権者事業提案書概要版 確定されるわけではありません。

今後、広く意見等をいただきながら、長崎市と優先交渉権者で事菜内容を確定していきます。
、

設計、建設から、運営・ⅥCE誘致にわたり、それぞれの豊かで幅広い経験とノウハウを最大限に活かし、専門的かつ多角的に業務を遂行
1 設計・建設業務 2 運営・MICE誘致業務

諸室構成 務の中心となる事者

機能を適に組み合わせたゾーニングにょり、腔もが使いやすく、'営しやすい施設を 会綴の誘致・'・営や施設'営に富な実とノウハウを持ったPC0が中心となり、利用料金制
にょる独立採での'営を実現

交流拠点用地面積:24,160r' (事業提案 の内容を基に長市作成)
PC0の概要^;肌CE機能閏連用地面租 19,42 浦上川・稲佐山側 その他

4,731 航:民闘収益施設用地面積 民間収益施設 嶋コングレ
5.2含0 Π1

■主な事業内容ホテルコンペンションホール
20.270 肺2,720 市 コンベンション・展示会・イベント等の企イベント・展示

画運営駐車場ホル
1 ι1 '1 1 1 ●

3β40 rrl 3m台 コンベンション施設等の運営・管理会議室25室
6,625 rrr ITシステムサービス

調査・コンサルティング

長崎・側 語学サーピス

人材サービス

亜創業年
ミニコ・・

.
^^^、^●

1990年(平成 2年).撃.'.
1吠型r1二"剛「r,一「「石7ー..

語本金^^.,

r' 1,-1
^r一酢 14.",,

!'二1
9,900 万円.,M 、

■年商■判●■^
ーノ.尓

弓票 160 億円(2017年3月期)ホール
駐車

皿従業数3840 rrl .

大会議室諭中会室中会議室 300台^

300 名(2017年3月)352 r6 × 2 '224 rrrX2 256 rrlX2
.

^

本事業で目指すMICEのターゲット
リバーサイドデッキ

「長崎て開催する碕・由のあるもの」を
踏まえだ営・誘致て都市ブランドを向上

■コンベンションホール(2階)
・平土問 2,720m(2、 3分割可)、天井高約 10m、床

はタイルカーペット仕様 ゛^

・駅からのぺデストリアンデツキでの来場者を2階ホワ新県庁舎側
イエで受けることができ、1 階動線と分離した階ごと
の独立運用が可能

酉イペント・展示ホール(1階)
・平土間 3,840m(2分割可)、天井高約 11m、床耐

荷重 5t/rrf(給排水、電気等ピット設置)で搬入車(1階、2階平面図)
両が直接乗り入れ可能

駅側に屋外イベントスペースを配置

■会室(1、2 階) ^畔

・大 2、中 4、小 19 の計 25 室、延べ 2,260 rrt

各室に移動間仕切り壁を設置し、スクール形式、シ

昌アター形式等、多種多様な用途に対応可能

■へデストリアンデッキ
=晶

来場者の利便性を高めるため、駅側から施設2階

をつなぎ、2階ホワイエへ直接アクセス可能

酉車場
2階

・旧保留地に自走式300台を集中配置、前面道路
に面し利便性を確保

■その他

施設2階の浦上川・稲佐山側の回遊動線として日,
常的に利用可能なビュースボットにもなるJバーサイ

宙

ドデッキを整備

長 NICE
亭窒書ネットワーリ

貞員

■景■県伺鼻
建盟

■凱処岐党嵐
勉壁嶋

ONO

■来場者の利便性に配した配・線計画
1 階、2階のホールは、ホワイエを中心とした明解な

配置計画とし、迷わずたどり着ける動線を整備

・ペデストリアンデッキからりバーサイドデッキ、北側ホ

テルエリアまでつながる歩行者の利便性を高める回

遊動線を整備(ホワイエ空間として機能し、また、市

民の憩いの場を創出)

■室内境等における利用者快適性への配
・自然エネルギーを積極的利用し、省エネルギーの

配慮しつつ、高い環境性能を確保

室内空問の遮音、吸音性や照明の照度、輝度に
配慮

■円滑に利用できるユニハーサルデザイン
施設計画や建物デザインにユニバーサルデザインフ

原則を反映し、すべての来場者にとってわかりやす
い施設を計画

多言語対応や視認性を考慮したサイン計画1一より

円滑な施設利用に配慮

轄実施

508

長蜻伺課鍾光

コンヘンソヨ:ノ

惚金

1,555

4,040

力

^峰昆亀症

広告

冒W

5肯

曳卓レスト,ン

嵩佳幽し耳"."丁

*,ル

逼筋・地力

小会議室
59 rHX2

小会議室
26 rrlX 14

小会謙室
能 rrlX3

適暴

霜諌

■
マスコ

囲

^

^
サピス

ーピス

^

MICE

Eりネス
案デ鳥

コンヘンシヨノリービス

興"壷壮

申CO

声景^

●皐^

賦● 0屑■財

A就除祖

角メ,竜ン

^・^

,:記■"

^申

^コ,島 ■註工*

匪刷

〒,イ,、ア,ウン1

27

イベント・展示ホールの

活用イメージ

コンベンションホール

2,720 n{

ロ%
レシ1,ー

ペデストリアンデッキ

,0玉一

●シ,0-

線の中心となる

2階ホワイエイメー゛、
1

■事業拠点
東京本社、大阪本社

支社等:北海道(札幌)、東北(仙台)、中部(名古屋)、九州(福岡)
京都支店、北京事務所、長崎営業

グループ会社:コングレ上海、沖縄コングレ、MICE総研など

■これまでに運営等で携わってきた主な国際・国内会議等
・G7伊勢志摩サヨ外首脳会議
第50回アジア開発銀行(ADB)年次総会
日本医学会総会

・日本循環器学会学術大会 ほか多數

■現在、営等を担う主なMICE施設

ナレッジキャピタルコングレコンベンションセンター(大阪市自社
施設、経営・運営)

岡山コンベンションセンター(コンサル、第3セクター民間筆頭株
主、指定管理者)

名古屋国際会議場(指定管理者) ほか多数

地との連携体制

長崎サミツトやCV協会、長崎版DM0等の地域組織と
の連により、効率的・効果的に誘致を推進

コンベンションホールの

活用イメージ

駐車場
300台

^

■ステイタスのある国際会議(閣僚会議、国際機
関主催会議など)

巨世界中から人が集まるメガ・イベント

'

市民の憩いの場にもなる
川・稲佐山側のりバーサイドデッキイメージ

闇長崎で聞催意義・理由がある平和、世界遺産、
海洋関連等の国際会議など

■地城の資源を活かした会議、総会、大会、催事
(産業展示会)

地域の賑わい創出や文化創造に資するMICE

厘市民がう催事・イベンK中古車フェア、フリー
マーケットなど)

■地域資源を活かして観光客を呼ぴ込む催事・イ
ベンK物産展、水産祭り)など

'

'

'

想定する年間のMICE 要

開催件数775件、利用者数釣61万人

長崎市に
おける

産官達携

マ真

^・'
^ 698
戸 53

^^

長崎サミット

冒^大早
■'燭"語弐雫

冨轟峰真工●価蔦■シ^弐雫
骨憂^宴●■堵*女芋弐学
買畳時宥卑●皆卦■名鴫^大雫

等■吾豊髭告異羊弐争
■豊蝿畢立弐雫

等

塵

0

五胃危

,,牡)亨セン,

巨岬皐匿

モ^

0推進

催件数(件)利用者數(百人)

捻金

羊

地元脚CE関連業者と連し、地域に効果を波及
■地元事業者の参回促進による一体的な誘致活や開催支援
■地元事業者への発注及ぴ地元からの雇用の促進

堂授

会

趣捜・地力

写曇崎竜
梱墨嶋畢
ヨ皿

守
膓則

雌
ψ
点

霊

市
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資料③(f肝尓)長崎市交流拠点施設整備連宮事業優先父渉権者事業提案書概要版

MICE施設と民間収益施設の一体的な複合開発による「交流と賑わいの拠点」を実現
1 全体計画 2 ホテル事業

実施体制 事業概要

ホテルブランドは「ヒルトン・ホテルズ&りゾーツ」、ホテル名は(仮称)ヒルトン長崎ホテル事業は地元企業を中心にMICE事業と異なるSPCを設立。その他民問収益事業は事業者が単独で事業実施

その他民間収益事スキ_ム案■フランチャイ 0戸面 20,000 、 200室、フルサービス型ホテル、年集客人数は約40万人前後を想定。ホテルSPC スキーム案

民間収益事業 ■国際ブランドカを活かした国際会議等の誘致やケータリング、維持管理等において、MICE と円滑な携体制を構築。

Na宮●工●klweb clw

定期借地権
設定契約

④
Hilton

基本協定

FC契約

グラバーヒル

エムエスケイ

貸借
契約

東京キャピタル
マネジメント

参画企業一覧

ホテルSPCは市内でフルサーピスホテルの所有、経嘗・

企業名 P

ホテル
SPC

グラパーヒル

匿名組合
出

九電工

九工崎支店

出資者

エムエスケイ

地元金融機関

麟エムエスケイ

閥グラバーヒル

皿*耕祀"吋、加鵬

融

東京キャピタル
マネジメント

■市との定期借地設定契約による5年間
の事業実施(借地面積約 4.700 市(ホテ
ル約 3,40o rrl、その他 1,30o ni)を想定

■年問借地料;計約56 万円(平成29年
3月1日不勵産鑑定評価額ベース)

業スケジュール

MICE施設との連携を念頭に遅滞なく契約、施設

Na吾●klweb c'ty

九電工

.

市内宿泊施の施工実は全国で多数

定期借地権
設定契約

理実

市内

施設・空聞犠成

ホテルの機能構成

国際的なホテルチユーンにふさわしい成とグレート感,
宿泊者のみならず来街者も肪れたくなる施設群詫ι懇あ峠血卵

■1階には格式高いエントランスロビー、車寄せを配置

しホテルの顔を作り、まちづくり1こ献

■2階にはボールルーム(最大600名対応可)、3階に つイ,トネスリム
様"女ス卓ーツ"具を完

はチャペル、レストラン、4階にはフィットネスジム等

を配置し、日常的なわいを出

■4階から10階の客室はMICE施設の屋根より高く、
長崎市の銀を全周で眺可能 レエトラン(奇卸

超住山、論上川を望む記置
■MICE施設とは、rアクセス動線」と「バック線」で連

結し、両施設のと利便性を向上

のある地元企

特徴

市内

'

市内でフルサーピスホテルの管理を実施

^
Ⅱ1

市内でフルサービスホテルの所有およぴ経

営の実あり。「2」と同グループ会社

不動産ファンドのアセットマネジメント業(組
成・用・助)

市外

'のホ柴提案雪の内容は優先交渉権者を選定するためのものであり、区の内容で事業内容が
硫定されるわけではありません。

今後、広く意見等をいただきながら、長崎市と優先交渉権者で事業内害を確定してぃきます。

長崎放送

運営・維持管理

を中心に組成

9月

契約諦結

地元金融機関

融資

代:応募グループの代表企業

役割

ホテルSPCへの出資

業務(備)

を実施し、50年間の業運営を実現

ホテルSPCへの出資

ホテル営

ilton

ホテルSPCへの出資

冒,卑乳
竜諭,ー

11月

供用開始

竣工確認

ロピー、しセプレ抑ン
お客嵐を週え入れる憾式あ
る窒面'ロピーバー■併設

3 その他民問収益事業

事業概要

MICE 業への支援機能、賑わい創出、利便性向上機能を
■ピジネスセンター

共有型のオープンなオフィススペース、ビジネスマッチング等にも便利なラ
ウンジ

■サテライトスタジオ

地元メディアの協力による生番組制作など地域密着型の情報発信拠点

平成80年■ショップ

事物販やコーヒーチエーン店など施設の賑わい演出や、市民の憩いの場を

■コンビニエンスストア

利用者の利便性を向上に寄与し、市ゆかりの商品や御土産を陳列

■レンタカー・カーシエアリング

長崎駅、新バスセンター至近の立地を活かし、交通の結節点としての利
便性を向上

■(その他)長放送槻の社屋の誘致を検討

平成34~舶年度

様な交流が生まれる
フノジイメージ

開業備

ホワイエ

2,学キと検L.鰍僻

からのわい血嗹峡,●

1住

運営・雑持管理業務
(約47年間)

修繕計画の実施

是一,イングルーム
2"割でき、コレキウプルな
判用が可餓

エグぜケ,イづ,ウンリ
愚と階の最●験望の良い場所に鰻置

肝'舗

スイートルーム

特割4一室

長艶駅

シ■サプ・ピリネスセン,ー
ホ,ル駒m者のみならザ棄粥
竜ι判用司急惨"症騨用通誌
にわいを発偉

2Fボールルーム・千メージ

客窒葺単庸
鷺窒を確係した客鴬

4F

サービス0-,イング
捉童.各楓裡A症に封応

寺宣ι南倒1
異峅湾女神大矯告鍾む客寅

チ,代",

プうイ,ルサロンを併蛙

評

レスト,ンι業卸
侃斯長崎駅のにぎ゛かな
シテイビユー圭窒CE置

厨爵
川住との碇毎安竜庫L
Ⅲ住似に股置

10F イートJしームイメー゛'

誓

卓ールルーム
4分割が可降な最大鄭名
封応の金雫

*,ル卑用庫審せ
雌章矯妄6台値慢す●と
美にパスの疉口に鳥舛応

えた施設誘致を計画
歩行者用道路を利用

した賑わい創出

エント,ンエロピー
附婿・豊峡駅側にE置し
桂武と醒わいを鼻皆

口

則

エスカレーター

人々が集まるサテライト
スタジオイメージ

バ学ケ,ード月剖
バ学クヤード段

情 を発信する店舗
イメージ

車,轟
0ビ

'
畠
、

'
地
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貪料③ q鄭尓)長崎市交流拠点施設整備・運営事業優先交渉格者事業提案書概要版

地域と「つなかり」、雇用を「生み出し」、将来に「ひろがる」MICE事業、民間収益事業を推進

1 地元企業の参画・受注促進・地元からの雇用促進

基本的え方

MICE事、民間収益事業とも、地元企業の極的画や地元屈用の創出なとを推進

MICE 事業

果市へ
■地元企業の積極的な参画を促進

鳳長崎の魅力を伝える施設づくり及ぴMICE・イベント企画 人材地元 雇用 定住 賑わい

■地元用の創出、地産品を積極的に調、地元産業の成 発注 創出 育成 創出促進

皿市内観光の活性化、賑わい仙

早和・学

■施設 務従事者として市民を先採用

材は地元メーカー、商社から極的に

皿地場産品を内外装で活用して利用者にアピ
ール

■ MICESPCから30円を地元企に接発注

※構成員(地元企業)への発注を含む

設計・監理・建築τ事・設備工事において MICE SPC から
の直接発注として30円(税抜)を地元企業に発注

業務の再委託先として地元企業に優先的に発注

■現入場者による周辺経済活(建設期間

中に延べ5万人の現場入場を想定)

1 か月あたり約 2,000 人の建設工事職員が現場に従
事する見込み

飲食などの日常生活が生み出す経済活動により、地
域への大きな即効性のある経済波及効果を誘発

建設期間が年単位となることで、他県市からの移住も
想定可能

早和公図.長崎大なぞ

2 地場産品の活用の考え方

地場産品のづランド化と魅力発信の取組

WCE 、民問収益事業ともに、整段階から地域産材の活用を推進

長崎の特産品を使ったメニューの開発

■民間収益施設(ホテル)にて、

学会・医学会等の開催時に地

元食材を使ったオリジナル弁

当を製作

閣レストランでの朝メニューに

地π郷土料理を入れ提供

■長崎の「食」の魅力を宿泊客・

レストラン利用客、MICEでのオリジナル弁当イメージ

来訪者に提供し、魅力を発信

観光

■国内外から来られるMICE利用者に長崎産品の

PR、販路拡大のための施策を実行し、地場産業

を振興

施設整備業務における地場産品活用

■ MICE事業、民間収益事ともに、事業を通じて

施設整備業務で使用する資材は、市内企業
からの調達を優先し、近隣市町で調達可能な

ものを含め、地場産品を積極的に活用

グラパー閏、中笥、翫町な

晶●電畳凱竜.墨^

MICE

^

■ MICE SPC 及ぴ維持管理、運営・MICE 企業から業期間で合
計3,000万円以上を地元企に発注

・各種業務は、原則的に市内、県内に本社を
有する企業に発注

・分離発注や業務対応能力を考慮した分割
発注により、多くの地元企業参画を促進

・資機材を市内県内企業から調達、常駐スタ
ツフを原則、市内県内から雇用

■地元企業を通したMIOE誘致活
自治倖 学校地元企業のネットワークを通じて効果的か

つ賑わいをもたらすMICEを誘致

^市内人材サービス会社の活用や地元人
材を直営スタッフとして積極的に採用

゛ 馬
■客力のある新規イヘント開催 メデイア広告代理店

で市外からの来訪促進
地元企案

■市内光を誘発させる企画実施

夜景

宿泊・移住

用途

器具設工

外工事

躯休工事

側溝工事

金物工

(想定)で約2
延ぺ5万人が場

即効性のある地域経済効果

建

1" 騎.暴報駅

鍬舳

この事菜提案響の内容は優先交渉権者を選定するためのものてあり、この内容で事業内容が
確定きれるわけではありません。

今後、広く意見等寺いただきながら、長崎市と優先交渉権者で事業内容を確定Lていきま寸。

品名

衛生機器、住設機器

砕石、路盤材、植栽

生コン

二次製品

建築金物

民間収益事業

■「地元中心」地元企業を主体として業を構築

■「都市力向上」長崎のスティタスと力を高める街づくり

■「用造」創と交流のの提供と用の出

■「波及効果」情報発点となり、市内広域への周遊と
滞在を促進

大のレンタルオフィスプロバイダーによるビジネスセ

3 施設周辺・市域全体への有効な貢献内容

長崎観光の出発拠点として周辺への効果を高める取組

MICE利用者の市域全体への展開、畏崎駅及び近隣の商業施設と相互効果を出す連を築

周辺経済の活性化および地域貢献 市域全体への経済の活性化およひ地域貢献

■゛R新・長駅構内の商施設をはじめ、近隣■1日で数百~数千人が見込まれる市外からの脚CE
の商施設と相互効果を出せるよう連携を図利用者の行範囲を、当施設や周辺だけで完結さ

せず、グラバー園や軍など市内にあるなり周辺経済を活性化
観光源へ広げるため、交通機関と連携をとること

で市内観光へとスムーズに展開期持される地城への効活鼬名 活勤内客

■ MICE出席→アフターコンベンション→宿泊→(翌

日)市内観光という流れが自然に行え、長崎観光の

本施設、新駅及ぴそのハブとしてMICE施設と民間収益施設を連携
他商施設の相乗効
果で駅前の賑わいを

出

地 材

長崎

粗佐山など

'卑

■地元企業を中心とした民間収益事業(ホテル)の展開

市の都市プランドの向上を図るホテルとして、「(仮称)ヒルトン長崎」を事業展開し、運営は
市内企業が担当

■ヒルトンブランド誘致による都市力の向上

認知度が高く、歴史も深いプランドで、ホテル経営会社に対するサポートが充実しており、他
都市でのヒルトンホテル運営ノウハウの享受や、連携による相乗効果が期待可能

^ ^

J

の用イメージ

皿雇用の出及ぴ市内人材成

運営スタッフは、市内の人材サービス会牡の活用や地元の人材を直営スタッフとして積極的
に採用、また、地元大学生のアルバイト・インターン採用も検討。グローバルスタンダードなホ
スピタリティ精神を備えた人材を本施設で育成

ホテルスタッフの地元人材の雇用に加え、既に展開中のフルサービスホテルとの将来的な
人事交流(ステップアップ制度の導入等)も視野に入れた事業を展開予定

■地元金・・機関からの金調達

市内に本店のある金融機関から民問収益事業(ホテル)で必要となる資金調達を行うことと
しており、融資確約を取得予定

歴史

当庇設から
市内各所へ
行勵を

ひろ1,る

MICE利用者に新
新駅及ぴその駅及びその他商
他商業施設と施設内で利用

できる飲食店等の連携

のクーポンを配布

プロ

出島.票鰹島なと

波及

中0

「帆船祭り」「みな
花火大会開催と祭り」「テレビ局
時の施設一部イベント」などの
開放(検討)際に一部施設を

市民に開放

オ申

郁市力

向上

ベストビュースポット1こ

おける大きな賑わいを
創出

■全世界126力国3,000拠点で展開する世界
ンターを設置

■海外企業の拠点、国内企業の支

店等の誘致による市外からのビ

ジネス来訪客増加や、地元企業

の本社機能の誘致による地元企

業の成長支援を促進

闇国内外企業のマッチング機会の

提供で、新たな用機会を創出

r

n

吋
舟
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資料4 MICE誘致体制のイメージ

長崎市
政府系会の誘致(トップセールス)

各部局の所管分野におけるMICE 報の収集・整理・誘致

MICE誘致・開催の状況、稼働状況に関するマネジメント

人材の育成・配置

交流拠点施設検討推進本部(施設整部会・MICE誘致部会・MICE受入部会)

長崎大学

交流拠点施設

運営者

SPC

(コングレ)

連携

^

長崎県観光連盟

連

DO五

長崎国際観光
コンベンション協会

MIC

般社団法人
長崎都市経営戦略支援協会

援

長崎ⅥCE誘致

推進協議会

大学・民間企業等
(60 団体)

● 1 団体 1 コンヘ'ンション誘致
●先進都市視察、ネットワーク
の活動支援による受入
態勢の強化

● Eによる

長崎M1促事業者
^^^^^^^^^^^^^^^^

ネットワーク

●地元事業者のスキルアツブ
●地元事業者の相互連携

政府系会議 国内会"・国際会

長市、コンベンション協会(長崎市版 DMの、交流拠点施設・営者(SPC(コング
レ))が主体となり、密接に連しながら、誘致ターゲットの絞り込みやセールスの役
割分担、スケジュールなどについて報共有し、誘致を推進。

長崎県、長崎,光連盟など関係団体とともに、広域的な連による誘致を推進。

●りサーチ
●マーケティング

致
催支援

●受入

.
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資料⑤想定する年間のMICE開催件数及ぴ利用者数

件数利用者数 1,000人以上の想定される催事例規模事例区分
(件) (人)

404,000

刀5

学会

500人未満

学会、

国際会議等

500人~1,000人未満

1.000人以上

10

一般会議
等

5,800

大会、
総会、

シン;K、
セミナー、

会議、
研修会、

講演会、
式典等

8

・全国医学会
日本作業療法学会、日本内分泌学会
学術集会、日本感染症学会学術講演

全国自治体病院学会等^、

・地方会
日本消化器病学会九州支部例会、日
本循環器学会九州地方会等
・理工学系会議
日本コンクリートエ学年次大会等
・国際会議
国際小児歯科学会等

小計1

500人未満

13,800

610.300

6

500人~1.000人未満

31,200

24

1,000人以上

50,800

650 82,500

展示・

イベント

等

34

小計②

・全国規模
池坊全国大会、全国幼児教育研究大

全国不動産会議等^
^、

・九州規模
九州地区地域婦人大会、九州地区公
民館研究大会等

・国際規模
原水爆禁止世界大会、核兵器廃絶地
球市民集会ナガサキ等

展示会、
イベント、

コンサ'ー

ト、

即売会等

26,000

500人未満

14

31

47,000

500人~1,000人未満

698 155,500

1,000人以上

10

・展示会

住建材・設備フェア、家具展等
・イベント

ラーメン博、レゴブロックによる世
界'産展、ディズニーオンアイス、

ミカ博、県内特産品の大型物産展ト

等
・音楽系
長崎ジャズフェスティバル等
・スポーツ
大相撲長崎場所、プロレス等
・その他
就職説明会等

小計3

フ,500

合計(①+②+③)

43 396,500

53



料6 事業者提案内容に基づく交流拠点施設フルコスト収支試

NO

施設利用料収入

(ホール、会議室、付帯設備、駐車場等)

固定納付金

(事業者提案開業6年目以降、年100万円)

国補助金

(施設整の国の支援(社会資本整総合交付金))

交付税

(公共事業等債、一般単独事業債に係る国の支援)

土地貸付料

(ホテル等の民間収益施設分年問約5,600万円)

公租公課

(固定資産税、都市計回税、事業所税)

収入合計 1

2

収入

3

項

4

目

5

6

7

今回試算

H30年5月試算

404,466

750

36,6朋

能,551

55,680

90,090

676,225

404,466

27フ,080

32,003

83,987

6,547

2,581

24,682

831,346

▲155,121

維持管理・運営

(保守管理、修繕、光熱水費、公租公課等)

減価却費

(耐用年数設定条件:建物50年、品 15年)

公債利子

大規模改

(施設整費の15%の2回を想定、計約42億円)

開業準備等

(予約受付・広告宜伝等費用等)

検討・調査委託料

(過去の業務委託費等)

コンペンション開催補助金等

(事業者提案から本施設に係る額を試算)

支出合計②

8

支出

の減【収入】

利子の増【歳出】

(単位:千円/年)

従前想定

H30年2月試

如4,466

11

12

13

750

36,6能

能,7駿

55,680

90,090

676,426

404,466

2刀,080

31,993

船,987

6,547

2,581

24,682

831,336

'154,910

《試結果》

H30.5月時点における交流拠点施設のフルコスト収支試

ほぼ同額の約1億5千万円のマイナス。

差 引(①

《変更点》

1 事業用地の買戻しに係る地方債借入額の減による交付税措

②償還時の支払方法の変更(元金均等一元利均等)による公債

②)

結果は、従前の試(H30年2月)結果と

9
 
円



資料⑦

I MICE開催による経済波及効果の試

先交渉権者の提案内容に基づく経済波及効果の試算
(長崎県産業連関表を使った市の試算)

(個奥)
主催者(団体)
が長崎で使う

総消

参加者
(個人

圃市内交叢費
胎費

■

■餓州乞よる煽
費(

な

主催者
(団体)

経済波及効果

■会場借上叢費

■軸送費、広告・印馴
製本費、看桓製作費

費、ケー,■

リング鉦費
智弁潤倒遭費、

瓢袈会係費など

2 「年間のMICE開催」による経済波及効果

最終

需要額

約70億円

MICE施設

建設費

約 133億円

これまでで増加した雇用
所得のうち、費に回さ
れた分により各産業の商
品が消費され新二に
発生する生産

雇用発
効果

経済波及効果

約 114億円

.

■■■巨司■■■■■亜里邑邑■皿亜鼎哩頓風哩●岨■祖■岨巨●

.

.

.

.

学会等、一会等、
.

.

.

.

展示・イベント ■

.

.

開催件数:フ75件

利用者数:約61万人
.

. .

.

■

■

■

,.■■■=■●■■■■■曇■■■■■■■●■■■■■■■●

3 「MICE施設の建設」による経済波及効果

.

.

.
.
.

.
.

.

.

.
...

'...:.晶..■....'

長崎市を中心直接効によって生
に県竣に直按虚が増加した産集で
落ちるお金必要な原材料を滴た

すために新ナニに発生
する生産誘発額

最終

需要額

.・ 133億円

一用誘発効果

約500人

間
接
第
2
次

.

.

経済波及効果

約225 億円

一用誘発効果

約 1,900 人

.

.
.
.
.
.
.

収効果

:
.
■
■
:
■
:

波
及
効
果

間
接
第
1
次

直
接
効
果

.

..
.

.

.

.

.

.
.

.

.

.

.

.

長
崎
県
連
関
表

●
■
閥
■
■
■
■
■
■
■
■
■
劇
■
■
■
■
■
■
■

眉.■
■
■
■
■
■
■
巨
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
,

主
催
者
・
参
加
者

学
会
、
一
会

、

示
・
イ
ベ
ン
ト

...盾.........■.



4 税収効果

(1) MICE施設の整備に伴う税収効果(年間)

1 固定資産税・都市計画税 60,132千円/年

②事業所税 29,957千円/年

(2) MICE施設の建設に伴う経済波及効果(約225億円)がもたらす税収効果

約 5.2 億円

②県 ※県民所得に対する租税負担率、産業連関表の県内生産額、 3.3

の県民所得への転換率に基づく試算

(3)年間のMICE開催に伴う経済波及効果(約114円)がもたらす税収効果

5 「年間のMIOE開催」による経済波及効果約114

90,090 千円/年

1 「対個人サーヒス」(37.2%)

飲食店、ホテル・旅館、娯楽施設等

業」(9.9%)

卸売業・小売業

3 「飲食料品」(9.8%)

食料品、飲料、飼料・有機質肥料、たほこ等

約2.7億円

※県民所得に対する租税負担率、産業連関表の県内

生産額の県民所得への転換率に基づく試算

円の行き道

対個人サービス

..食料品99%

J/

金

その他

13.8%

保険

②県税約 1.7億円

市税約 1.0億円

1円
円

1

1

市

1



款

予

(平成23年長崎くんち奉納踊りの様子)

35

概要

一般財団法人自治総合センターが行う宝くじの社会貢献広報事業の一環として行われるコミ

ユニティ助成事業助成金を活用し、長崎の伝統芸能である長崎くんちに奉納する団体が使用す

る備品の整備に要する費用の一部を助成するもの

2 事業内容

樺島町自治会(1)実施団体

(2)事業費 4,396干円

太鼓山(太鼓山、上部座布団及び飾り金物一式)の新規製作(3)実施内容

説明

6

社会教育費

目

3

文化財保護費

番号

3

事

財源内訳

事業者

(主)

負担額

1 -2

千円

1 896

業

伝統芸能活動費補助金

補助対象

名

総事業費

樺島町

自治会

予

千円

4.396

予算計上額

②

額

4 事業実施の必要性とその効果

長崎くんちの演し物である太鼓山(コッコデショ)の保存、継承を図るため、老朽化してい

る備品等の製作を行う必要がある。

こうした保存・継承活動を通じ、地域の連帯感の高揚が図られ、自治意識の向上及び地域の

活性化につながる。

2,

千円

500

2,

千円

500

国庫

5

財源内訳

その他(活動風)

千円

地方債 その他※

千円 千円干円

2.500 ,

※コミュニティ助成事業助成金

一般財源

費育
1

頁
部
1
訂

算
項



6 参考

(1)平成30年度コミュニティ助成事業の流れ

1 募集

(H29.8.21 付通知)

6申請書提出

副申書提出

⑦助成決定通知

2募集

(H29.8.29~10.26)

提出(終締切)

H31.4.1の

⑬助成額交付

(通知)

(2)平成30年度助成予定一

実施団体

樺島町自治会

茂木ヘーロン保存会

西町北部自治会

⑤申請書提出

⑧助成決定通知

(H30.3.26 付通知)

3周知・募集

(H29.9.1 ~10.6)

⑪実績報告書提出

(完了後2月以内)

4申請書提出

⑭助成額交付

(通知)

(長崎市)

⑨助成決定通知

太鼓山の整備

ヘーロン船等の整備

アルミステージの整備

⑩実績報告書提出

(完了後速やかに)

⑮助成額交付

(通知)

実施内容 助成予定金額

2,500 千円

2,100 千円

2,500 千円

ユ
ニ
テ
ィ
組
織

長
崎
市
事
業
担
当
課
・

都
市
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り
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め
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知
事
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部
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